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〇脱炭素社会の実現のために、市民・事業者・市が一体となって温暖化対策に取組める仕組みづくりについて、ナッジの
手法やデジタル技術の活用等のアイデアを頂きたいことと、市有施設のZEB化に向けた最適な再エネ導入の技術的支援

北広島市の概要

・人口 57,417人（R4.11末）
（居住地域が5つに分散）
・大都市に隣接（JR快速）
北広島市→札幌市 16分
北広島市→新千歳空港 20分

北広島市の産業

寒地稲作発祥の地
・寒地稲作発祥の地の北広島市は、純農村として発展
・明治6年、市内島松の地で寒地稲作に成功した「赤毛米」は、北海道米のルーツで北海道遺産に認
定されました。

商工業の発展
・昭和38年以降、新産業都市道央地区に指定され、工場などが増え、商工業が発展してきました。

ボールパークによる新たなまちづくり
・令和5年に開業するボールパークは、試合観戦だけでなく、多くの
人が北広島市に集まったり、交流したり、今後のまちづくりに大きな
役割を担う場所になります。

🄫H.N.F.



2013年度（基準年度）の北広島市の温室効果ガス排出量

産業部門
281

業務部門
110

家庭部門
160

運輸部門
147

合計714

（単位：千tーCO₂）

廃棄物部門

16

現状と課題

現状

目標達成の
ための課題 ・市民や事業者と一体となった温暖化対策に取組む仕組みづくり

・景観や環境保全と両立した再生可能エネルギー設備の導入
・既存建築物に設置できる太陽光発電設備の導入
・用途やライフスタイルに適した次世代自動車の導入
・次世代自動車普及促進のためのインフラ整備

2030年度
目標

産業部門
161

業務部門
62

家庭部門
81

運輸部門
68 合計372 2013年度比46％以上の削減

※廃棄物部門については、令和6年度から広域での焼却処理となることから、本市においては、焼却灰の埋め立てに係るメタンの排出（251ｔ（CO₂換算））のみと
なることから、計上しておりません。
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今後取り組みたいこと

市
民
・
事
業
者

市
有
施
設
等

2025～2030 20302023～2024

①機運醸成

②市の率先とした取組

・設置可能な施設の50％以上に太陽光発電の設置
・全ての市有施設の照明をLED化
・全ての公用車に次世代自動車を導入（特殊車両等を除く）

2050

加速度的な
温暖化対策
の推進

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

部門 市民や事業者に求めること 削減目標（ｔ-CO₂）

産業部門
・省エネ性能の高い設備・機器等の導入

・再生可能エネルギーの導入
▲120,000

業務その他部門
・事業所のZEB化

・節電などによる省エネルギー対策
▲48,000

家庭部門
・すべての家庭でのLED照明の導入

・再生可能エネルギーの導入
▲79,000

運輸部門 ・自家用・業務用車両の50％以上を次世代自動車 ▲39,000

3



企業の皆様に求めたいこと

〇市民や事業者に対する効果的な機運醸成
に係るご提案
・市民や事業者の行動変容につながる仕
組みを提供してほしい
→市が主体となって、基調講演等の開催
やweb等を活用した情報発信を行う予定
であるが、行動変容を具体化するツール
の展開（ナッジの手法やデジタル技術の
活用）などに係る技術的支援

〇市有施設のZEB化達成に係るご提案
・既存の市有施設に適用できる再生可能
エネルギー設備の導入支援
→老朽化した施設においても太陽光設備
が導入できるような、軽量のソーラーパ
ネルや壁面設置などの技術的支援

①市民、事業者、行政が一体となった
温暖化対策の推進が当たり前となって
いる社会

②事業所としての市役所が率先して環
境に配慮した事業活動を行うための市
有施設のZEB化

実現したいこと 実現のため求めること
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